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1. 平成31年3月期第2四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 761 26.9 202 21.7 201 23.3 132 21.1

30年3月期第2四半期 600 37.9 166 62.0 163 62.3 109 64.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 9.67 9.25

30年3月期第2四半期 8.35 7.70

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 1,512 1,198 79.0

30年3月期 1,586 1,124 70.6

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 1,194百万円 30年3月期 1,120百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2. 平成31年 3月期の配当予定額は、未定であります。

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,502 14.3 500 19.6 495 19.8 333 19.6 24.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2. 当社は、平成31年３月期より社内の業績管理を通期ベースで実施しております。従って、業績予想についても通期で開示しております。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 13,780,200 株 30年3月期 13,628,400 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 99 株 30年3月期 99 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 13,704,201 株 30年3月期2Q 13,109,918 株

（注）当社は、平成30年４月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。これに伴い、平成30年３月期の期首に当該株式分割が行われ
たと仮定して株式数を算定しております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３頁「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、米中貿易摩擦の激化や相次ぐ自然災害の経済への影響が懸念され

るものの、世界的な設備投資需要の回復を背景に、生産用機械と輸送機械が輸出をけん引しており、引き続き、堅

調な企業業績や雇用情勢により、緩やかな回復基調で推移いたしました。国内大手メーカーでは、先進技術に対応

するための研究開発投資、及び人手不足に対応するための省力化投資、並びに老朽化した設備の更新、などを積極

化しており、『マニュアルを「本当に使えるもの」にし、「無駄な経費・工数のかからない」品質の高いマニュア

ルの普及に努める』という当社の使命と市場ニーズとの適合性が高まっております。 

 このような経済環境の下、当社では、付加価値の高い製品・サービスの提供に積極的に取り組み、受注・売上・

収益の拡大に努めてまいりました。 

 経営戦略につきましては、更なる社会的な認知度や信用力を高め、企業価値向上を図るために、東京証券取引所

市場第一部へ市場変更を行いました。 

 事業戦略につきましては、本格的に米国市場へ参入するために、今期中に米国現地法人設立を行うべく具体的に

検討しております。また、成長のスピードを速めるために、シナジー効果が期待できる企業へのM&Aや事業提携等

を積極的に検討しております。 

 技術面につきましては、従来の「読むマニュアル」「見るマニュアル」「理解するマニュアル」から脱却したAI

（人工知能）を活用・搭載した「誘導型マニュアル」である「AIマニュアル」の開発に、引き続き取り組んでお

り、今期中の受注を見込んでおります。また、AI（人工知能）を活用・搭載したマニュアルを作成する上での考え

方や作成方法など、広範囲にわたり、特許を取得し、関連する商標も取得いたしました。 

 営業面につきましては、好調な経済環境が続いている当社の主要顧客が属する生産用機械業界や、その他のメー

カーから、引き続き、多数のお問い合わせをいただいており、更なる受注の獲得に努めてまいります。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高761,637千円（前年同期比26.9%増）、経常利益

201,877千円（同23.3増）、四半期純利益132,561千円（同21.1%増）となりました。 

 当第２四半期累計期間の業績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

① MMS事業 

 MMS事業においては、e-manual利用案件の積み上げに関わる導入コンサルティング案件などの積み上げもあ

り、売上高501,951千円（前年同期比36.6%増）、セグメント利益190,371千円（同16.1%増）となりました。 

 

② MOS事業 

 MOS事業においては、効果的なリソース投入による既存顧客への拡販が進み、売上高259,686千円（前年同期比

11.5%増）、セグメント利益142,440千円（同16.1%増）となりました。 

 

（参考）売上高の季節的変動について 

 当社の主要顧客先は国内大手メーカーであることから、国内大手メーカーの予算執行期日が事業年度末である

３月および９月に集中する傾向にあるため、当社の売上高の計上時期が第２四半期会計期間と第４四半期会計期

間に偏る傾向が高い反面、販売費及び一般管理費は各四半期毎に概ね均等に発生するという季節的変動要因があ

ります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期会計期間末の総資産は1,512,476千円となり、前事業年度末に比べて73,788千円の減少となりまし

た。 

（流動資産） 

 流動資産は1,452,076千円となり、前事業年度末に比べて63,187千円減少となりました。これは主に、現金及び

預金が9,181千円増加した一方で、受取手形及び売掛金が71,373千円減少したことによるものであります。 

 

（固定資産） 

 固定資産は60,400千円となり、前事業年度末に比べて10,601千円減少となりました。これは主に、有形固定資産

が4,204千円、投資その他の資産が3,892千円減少したことによるものであります。 

 

（流動負債） 

 流動負債は222,845千円となり、前事業年度末に比べて123,395千円減少となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金が80,619千円、未払法人税等が39,044千円減少したことによるものであります。 

 

（固定負債） 
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 固定負債は90,937千円となり、前事業年度末に比べて24,646千円減少となりました。これは、社債が15,000千

円、長期借入金が4,998千円減少したことによるものであります。 

 

（純資産） 

 純資産合計は1,198,692千円となり、前事業年度末に比べて74,252千円増加となりました。これは、主として、

剰余金の処分を行ったことにより利益剰余金が68,141千円減少した一方で、四半期純利益を132,561千円計上した

ことによるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の業績予想につきましては、前回発表（平成30年５月９日）の業績予想からの変更はありません。今後の業

績推移等によって通期業績予想の見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な当社の主要顧客先である国内大手メーカー

の情報に基づき当社で判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありま

す。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
(平成30年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,140,711 1,149,892 

受取手形及び売掛金 354,772 283,398 

仕掛品 95 218 

その他 20,219 18,883 

貸倒引当金 △533 △316 

流動資産合計 1,515,264 1,452,076 

固定資産    

有形固定資産 14,827 10,623 

無形固定資産 15,859 13,355 

投資その他の資産 40,313 36,421 

固定資産合計 71,001 60,400 

資産合計 1,586,265 1,512,476 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 125,319 44,700 

1年内償還予定の社債 30,000 30,000 

1年内返済予定の長期借入金 10,829 10,829 

未払法人税等 104,953 65,909 

賞与引当金 12,255 13,345 

その他 62,883 58,062 

流動負債合計 346,241 222,845 

固定負債    

社債 70,000 55,000 

長期借入金 25,010 20,012 

その他 20,574 15,925 

固定負債合計 115,584 90,937 

負債合計 461,825 313,783 

純資産の部    

株主資本    

資本金 77,777 82,697 

資本剰余金 341,135 346,055 

利益剰余金 701,499 765,918 

自己株式 △125 △125 

株主資本合計 1,120,285 1,194,547 

新株予約権 4,154 4,145 

純資産合計 1,124,439 1,198,692 

負債純資産合計 1,586,265 1,512,476 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 600,262 761,637 

売上原価 184,488 301,581 

売上総利益 415,773 460,055 

販売費及び一般管理費 249,048 257,217 

営業利益 166,725 202,838 

営業外収益    

受取利息 5 6 

受取配当金 2 - 

営業外収益合計 7 6 

営業外費用    

支払利息 1,094 599 

売上債権売却損 1,922 367 

営業外費用合計 3,016 967 

経常利益 163,716 201,877 

税引前四半期純利益 163,716 201,877 

法人税、住民税及び事業税 55,647 65,910 

法人税等調整額 △1,432 3,406 

法人税等合計 54,214 69,316 

四半期純利益 109,502 132,561 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 163,716 201,877 

減価償却費 3,404 9,348 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 266 △217 

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,328 1,090 

支払利息 1,094 599 

売上債権の増減額（△は増加） △226,414 71,354 

たな卸資産の増減額（△は増加） △531 △123 

仕入債務の増減額（△は減少） 61,843 △80,619 

未収入金の増減額（△は増加） 8,213 6,220 

その他 4,225 △11,267 

小計 17,146 198,262 

利息及び配当金の受取額 7 5 

利息の支払額 △853 △649 

法人税等の支払額 △71,597 △104,954 

営業活動によるキャッシュ・フロー △55,297 92,663 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △12,268 △2,639 

その他 △18,215 △6 

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,483 △2,646 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △4,165 △4,998 

社債の償還による支出 △15,000 △15,000 

リース債務の返済による支出 △2,670 △2,683 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 - 9,833 

配当金の支払額 △54,473 △67,989 

その他 4,028 - 

財務活動によるキャッシュ・フロー △72,280 △80,837 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △158,060 9,180 

現金及び現金同等物の期首残高 1,045,113 1,130,704 

現金及び現金同等物の四半期末残高 887,053 1,139,885 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

 「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号平成

30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成30年４月１日以後適用し、従業員等に対して権利確

定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業会計基

準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

 ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従って

おり、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取引につ

いては、従来採用していた会計処理を継続しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期損益 
計算書計上額 
（注２）   MMS事業 MOS事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 367,345 232,916 600,262 - 600,262 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
- - - - - 

計 367,345 232,916 600,262 - 600,262 

セグメント利益 163,987 122,702 286,690 △119,964 166,725 

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配賦しない全社費用が含まれており、主に報告セグメン

トに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期損益 
計算書計上額 
（注２）   MMS事業 MOS事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 501,951 259,686 761,637 - 761,637 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
- - - - - 

計 501,951 259,686 761,637 - 761,637 

セグメント利益 190,371 142,440 332,812 △129,973 202,838 

（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配賦しない全社費用が含まれており、主に報告セグメン

トに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期財務諸表の営業利益と調整を行っております。 
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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